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glycation end product（AGE）の前駆物質の一つと考えられており，血中 3 -DG濃度が糖尿病性合併症の指




























前 2者で 2～ 4％程度の交差が見られるのみであった。一方，5000MWカットメンブレンを通した血清を
Amido80カラムクロマトグラフィーで分離し，各フラクションと DAB-link-Biotinとの反応を行うと 3 -DG溶
出位置にのみ反応が認められグルコース溶出部位には反応は認められなかった。この結果より血中 3 -DGと
の反応が検出されたのに加え，血中グルコースが測定系に影響しないことが確認された。さらに，5000MW
カットメンブレンを通した血清と DAB-link-Biotinとの反応物の逆相 HPLC分析ではメインピークは THBQ-
link-Biotinの溶出位置に重った。また，メインピークの前にマイナーピークが確認されたが，再クロマト
グラフィーの結果，メインピークの溶出位置に移行した。これらの結果から本測定系は血中グルコースの
影響を受けず血中に存在する 3 -DGを特異的に検出していると考えられた。さらに，本測定系は 1ng/ml～
100ng/mlまで直線性を示し，測定精度も測定内 CVで 3.8～ 7.0％，測定間 CVで 6.8～ 12.3％と良好であった。
　本測定系を用いて健常ラットおよびストレプトゾトシン糖尿病ラット血清中の 3 -DGの測定を行った。健










　3 -DGは AGE形成に関わる高反応性を有する糖代謝中間体の 1つであり，糖尿病性腎症等の合併症へ
の関与についての報告もある。3 -DGの測定は既報の最も簡単な測定法においても検体の前処理，誘導体
化，HPLC等による分離といった工程を必要とし多検体測定は困難であった。本研究では 3 -DGと DAB-link
（-Biotin）との反応物である THBQ-link（-Biotin）に特異的に反応するMabを作製し，これを用い間接的に
3 -DGを測定するサンドイッチ CLEIA法を確立した。今後，3 -DGの測定を糖尿病症例において検討するこ
とで，さらなる研究の発展が期待される。
　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
